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年 月 学歴・職歴（各別にまとめて書く）

学歴
2010 6 中国江西省臨川第二高等学校　卒業
2013 9 中国上海交通大学　機械と動力学部　機械工学　入学
2017 7 中国上海交通大学　機械と動力学部　機械工学　卒業
2017 9 米国ジョンズ・ホプキンズ大学 ホワイティング工学研究科　博士課程前期　入学

機械工学専攻
2019 5 米国ジョンズ・ホプキンズ大学 ホワイティング工学研究科　博士課程前期　修了
2021 10 大阪大学 基礎工学研究科 博士課程後期 入学

システム創成専攻
2025 9 大阪大学 基礎工学研究科 博士課程後期 単位取得退学

職歴
2019 9 中国華為技術有限公司 ネットワークハードウェア開発部 入社

ハードウェアエンジニアおよび光技術エンジニアとして光モジュール開発とテストを行う
2021 9 博士号取得するため退職
2025 10 大阪大学 基礎工学研究科　特任研究員 着任

自律ロボットの知能化・説明性向上に関する研究に従事
現在に至る

以上

配偶者の有無

無
扶養家族（配偶者を除く）

無



年 月 免許・資格

2016 8 日本語能力試験 N1 合格
2016 9 TOEFL-iBT 99点 取得
2022 10 普通自動車運転免許（AT限定） 取得

2014年　上海交通大学 大学生イノベーション実践計画 優秀プロジェクト賞
2019年・2020年　華為 明日之星賞（2回受賞）
2020年　華為 松山湖研究所 イノベーションコンテスト 優秀賞

研究概要

研究テーマ：自律型ロボットの説明性

私は、言語指示に基づいて自律的に行動し、その行動理由を説明できるロボットの実現を目的として研究を行いました。従来のロボットは、
長期的で複雑な作業において状況整理や計画が難しく、行動の根拠を人に示せないという課題がありました。
そこで私は、環境の状態とその変化をグラフ構造として表現するモデルを構築することで、説明可能な意思決定手法を開発しました。さらに、
既存データを用いた学習や、大規模言語モデルおよび視覚言語モデルを導入し、多様な指示に対応できる仕組みへと拡張しました。
その結果、利用者の言語指示に沿った行動とその理由を同時に説明できるロボットシステムを実現しました。本研究は、人と協調して作業す
る自律ロボットの実用化に向けた基盤技術として有用であると考えられます。

研究を通じて得たスキル・能力（プログラミング言語，使用可能機器，語学など）

研究を通じて、Python を用いた強化学習・模倣学習アルゴリズムの実装、グラフ構造世界モデルの構築、LLM ／ VLM を用いたロボット
制御システムの開発に取り組みました。また、実機ロボットによる検証実験や評価を行い、システム全体を設計・実装・改善する力を身につ
けました。さらに、英語による国際論文の執筆・発表を通じて、研究成果を論理的に発信するコミュニケーション力も培いました。

スポーツ・文化活動・学外活動

チェス：中学生の頃から取り組み、中国国家二級運動員の称号を取得
しました。戦略的思考力と集中力を養いました。
学生会広報部：学部時代に講演会や交流イベントの企画・運営を担当
し、関係部署との調整や進行管理を通じて、チームワークの重要性を
学びました。

趣味・特技

チェス・水泳：思考力と集中力の向上、ならびに健康維持を目的とし
て継続的に取り組んでいます。研究や業務においても、粘り強く物
事に取り組む姿勢につながっています。

自己 PR

私の強みは、複雑な課題を整理し、段階的に解決まで導く力です。
大学院では、説明可能な自律ロボットの研究に取り組み、深層学習を用いた意思決定手法の開発を行いました。当初は手法が安定せず、実験
が思うように進まない時期が続きました。
そこで、研究課題を「基礎検証」「応用実装」「性能改善」の三段階に分け、シンプルなタスクでの検証から順に取り組む方針に切り替えまし
た。その結果、手法の有効性を段階的に確認でき、国際論文として成果を発表することができました。
この経験を通じて、困難な課題に対しても粘り強く取り組み、着実に成果へ結び付ける姿勢を身につけました。今後はこの強みを活かし、貴
社における技術開発や課題解決に貢献したいと考えております。


